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本
稿
は
、
片
山
広
子
の
随
筆

「大
蛇

・
小
蛇
」
に
つ
い
て
、
教
材
と

し
て
分
析

・
考
察
を
加

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「大
蛇

・
小
蛇
」
は
、
昭
和
三
十
年

(
一
九
五
五
)
に
発
行
さ
れ
た
柳
田
国
男
監
修
高
等
学

校
用
国
語
科
教
科
書
に
所
収
さ
れ
た
教
材
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
柳
田
国
男
監
修
高
等
学
校
用
国

語
科
教
科
書
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
続
い
て
、
筆
者
で
あ
る
片
山
広
子
、
原
典

で
あ
る

『
燈
火
節
』
に
つ
い
て
、
教
科
書
頭
注
、
及
び
教
師
用
指
導
書
を
参
照
し
つ
つ
、
人
物

像

・
作
品
像
に
迫

っ
た
。
さ
ら
に
、
「大
蛇

・
小
蛇
」
に

つ
い
て
、
教
科
書
の
記
述
と
原
典
の
異

同
に
つ
い
て
、
異
同
表
を
作
成
し
た
。
こ
の
異
同
表
は
随
筆

「大
蛇

・
小
蛇
」
の
真
意
に
迫
る

基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
文
章
全
体
の
大
意

・
構
成
を
記
し
た
。

一

教

材

「
大

蛇

・
小
蛇

」

片
山
広
子
の

「
大
蛇

・
小
蛇
」
(稿
末

【資
料
】
参
照
)
は
、
『
国
語

高
等
学
校

一
年
上

(高

等
学
校
第

一
学
年
前
期
用
)
』
(柳
田
国
男
監
修

昭
和
三
十
年
度

(
一
九
五
五
)
版

東
京
書

籍
)
〔以
下
、
「柳

田
監
修
国
語
科
教
科
書
」
と
略
す
。〕
に
所
収
さ
れ
て
い
る
教
材
で
あ
る
。
こ

の
教
科
書

の
単
元
設
定
、
教
材
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
監
修
者
で
あ
る
柳
田
国
男

の
考
え
が
か

な
り
の
部
分
で
反
映
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
「大
蛇

・
小
蛇
」
に
つ
い
て
、
教
材
と
し
て
分

析

・
考
察
す
る
と
と
も
に
、
柳
田
の
教
材
選
定
意
図
も
あ
わ
せ
て
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

「大
蛇

・
小
蛇
」
は
、
柳
田
監
修
国
語
科
教
科
書

の

「
一

随
筆

・
随
想
」
に
置
か
れ
た
教

Dく
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材
で
あ
る
。
こ
の
単
元
の
教
材
配
列
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

一二三四五

　

浅
春
随
筆

(栃
内
吉
彦
)

大
蛇

・
小
蛇

(片
山
広
子
)

地
図
を
い
う
ど
る

(鏑
木
清
方
)

か
み
な
り
さ
ま
談
義

(東
条
操
)

ろ
く
を
さ
ば
く

(三
淵
忠
彦
)

こ

の
五

編

の
う

ち

、
「浅

春

随

筆

」
「
大

蛇

・
小

蛇

」
「
ろ

く

を
さ

ば

く
」
の
三

編

に

つ
い

て
は

、

ヨ

教

科

書

改

訂

後

も

引

き
続

き
、

所

収

さ

れ

て

い

る
。

こ

の

こ
と

か

ら

も

、

「浅

春

随

筆

」

「
ろ

く

を

さ

ば

く

」

と

同

様

に
、

柳

田

の

「大

蛇

・
小

蛇

」

に
対

す

る

思

い
入

れ

の
強

さ

を

う

か

が

い

知

る

こ
と

が

で

き

よ

う
。

一
一

筆

者

・
片

山
広

子

「大

蛇

・
小

蛇

」

の
筆

者

・
片

山

広

子

に

つ
い

て
、

う

に

記

さ

れ

て

い
る
。

柳
田
監
修
国
語
科
教
科
書
に
は
次
の
よ

か
た
や
ま
ひ
ろ
こ

◇
片
山
広
子
11
筆
名
松
村
み
ね
子

〔
一
八
七
八
ー
〕
東
京
都
の
生
ま
れ
。
翻
訳
家

・
歌
人
。

ひ
す
い

東
洋
英
和
女
学
校
卒
業
。
著
書
に
歌
集

「輩
翠
」、
翻
訳

「
シ
ン
グ
戯
曲
全
集
」
な
ど

る

が

あ

る
。

歌
集

『輩
翠
』
に

「ひ
す
い
」
と
ル
ビ
が
打
た
れ
て
い
る
が
、
「か
わ
せ
み
」
の
誤
り
で
あ
る
。

柳
田
監
修
国
語
科
教
科
書
の
教
師
用
指
導
書
に
は
、
「筆
者
」
の
項
目
お
い
て
次
の
よ
う
な
記

述
が
見
ら
れ
る
。

に
師
事
し
て
和
歌
を
学
び
、
女
流
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
た
。
歌
集
に

「輩
翠
」
「野
に
住

み
て
」
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
に
造
詣
が
深
く
、
松
村
み
ね
子
の
筆

名
の
も
と
に

「シ
ン
グ
戯
曲
全
集
」
そ
の
他
数
種
の
翻
訳
集
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
訳

ち

よ
う

ヨ

文
は
正
確
暢
達
で
あ
る
の
を
も

っ
て
称
さ
れ
た
。

片
山
広
子
は
、

イ
ギ
リ
ス
総
領
事
な
ど
を

つ
と
め
た
吉
田
次
郎
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。

明
治
二
十
九
年

(
一
八
九
六
)
東
洋
英
和
女
学
校
卒
業
し
、
同
年
、
佐
佐
木
信
綱
の
竹
柏
園
に

入
門
す
る
。
明
治

三
十
二
年

(
一
八
九
九
)
大
蔵
省
に
勤
務
し
て
い
た
片
山
貞
次
郎
と
結
婚
し
、

貞
次
郎
と
の
間
に
二
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
る
。
大
正
五
年

(
一
九

一
七
)
第

一
歌
集

『輩
翠
』

を
竹
柏
会
出
版
部

よ
り
発
行
す
る
。
し
か
し
、
『輩
翠
』
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
の
評
価
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
第
二
歌
集

『
野
に
住
み
て
』
(第
二
書
房
)
は
、
昭
和
二
十
九
年

(
一

九
五
四
)
に
発
行
さ
れ
、
室
生
犀
星
、
宮
柊
二
、
日
夏
取
之
介
、
川
田
順
、
久
松
潜

一
ら
か
ら

高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

一
方
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
に
つ
い
て
は
、
松
村
み
ね
子
の
筆
名

の
も
と
、
多
数
の
翻
訳
の
仕
事
を
行
な

っ
て
い
る
。
広
子
の
翻
訳
は
正
に

「正
確
暢
達
」
で
あ

り
、
外
国
語
に
堪
能
な
森
鴎
外
、
上
田
敏
、
坪
内
適
遙
、
菊
池
寛
ら
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。

『
か
な
し
き
女

王
ー

ケ
ル
ト
幻
想
作
品
集
』
(ち
く
ま
文
庫

平
成
十
七
年
(二
〇
〇
五
)
)、

『
シ
ン
グ
戯
曲
全
集
』
(沖
積
社

平
成
十
五
年

(二
〇
〇
三
)
)、
『ダ

ン
セ

ニ
イ
戯
曲
集
』
(沖

積
社

平
成
三
年

(
一
九
九

一
)
)
は
、
平
成
二
十
年

(二
〇
〇
八
)
三
月
現
在
も
入
手
可
能
で

あ
る
。
現
在
に
お
い
て
も
鑑
賞
に
耐
え
う
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
は
、
広
子
の
翻

訳
の
力
を
示
す
証
拠
と
な
る
事
項
で
あ
る
。

教
科
書
頭
注
、
指
導
書
と
も
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
広
子
は
芥
川
龍
之
介

の
精
神
的
な
恋
人

「越
し
人
」
、堀
辰
雄
の
『
聖
家
族
』
の
細
木
夫
人
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
知
ら
れ
る
存
在

で
あ
る
。

　

昭

和

三
十

二
年

(
一
九

五
七

)

三
月

、

七

十

九

歳

の
と

き

死

去

し

た
。

　2く

片
山
広
子

〔カ
タ
ヤ
マ

ヒ
ロ
コ
〕
筆
名
松
村
み
ね
子
。

一
八
七
八
年

(明
治

一
一
)
二

月
、
東
京
都
港
区
麻
布
に
吉
田
次
郎
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
東
洋
英
和
女
学
校

(東

洋
英
和
女
学
院
の
前
身
)
を
卒
業
、
片
山
貞
次
郎
に
嫁
し
た
。

早
く
か
ら
佐
佐
木
信
綱

三

原
典

『
燈

火
節
』

1

「燈
火
節
」
と
は

本
文
の
原
典
に

つ
い
て
、

　

教
科
書
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。



◇
燈
火
節
11

一
九
五
三
年

く
ら

て
ち
よ
う

　

暮
し
の
手
帖
社
刊
。

ま

る
と

さ

れ

る
。

広

子
も

、

こ

の
ブ

リ

ジ

ツ
ド

と

同

じ

二
月

生

ま

れ

で
あ

る
。

10

ツ
ド
に
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
広
子
が
ブ
リ
ジ

Dく考　蛇小●蛇大r材教

ま

た

、

る

。

教
師
用
指
導
書
の

「筆
者

・
原
典
」
の
項
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い

こ
の
教
材
は
、
筆
者
が
終
戦
後
書
き
と
ど
め
た
随
筆
集

「燈
火
節
」
(
一
九
五
三
年

　

し
の
手
帳
社
刊
)
の
中
の

「大

へ
び
小

へ
び
」
の
部
分
を
採

っ
た
も
の
で
あ
る
。

暮

『
燈
火
節
』
は
暮
し
の
手
帖
社
か
ら
昭
和
二
十
人
年

(
一
九
五
三
)
に
刊
行
さ
れ
、
昭
和
三

十
年

(
一
九
五
五
)
に
は
第
三
回
日
本

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

前
述
の
通
り
、
広
子
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
翻
訳
家
と
し
て
、
『輩

翠
』
『
野
に
住
み
て
』

の
歌
集
を
世
に
出
し
た
歌
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
が
、
随
筆
に
つ
い
て
は
こ
の

『
燈
火
節
』

【
冊
の
み
が
世
に
残
る
だ
け
で
あ
る
。

『
燈
火
節
』
は
、
し
ば
ら
く
絶
版
で
入
手
が
困
難
で
あ

っ
た
が
、
平
成
十
六
年

(二
〇
〇
四
)

　

十

一
月
、
五
十
年
の
歳
月
を
経
て
、
月
曜
社
か
ら
再
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
初
版
本
の
全
四
十

八
編
を
中
核
に
、
随
筆
と
小
説
を
網
羅
し
た
集
成
本
を
出
版
し
、
平
成
十
九
年

(二
〇
〇
七
)

に
完
売
し
て
い
る
。
さ
ら
に
平
成
十
九
年

(二
〇
〇
七
)
十
二
月
に
は
、

同
じ
く
月
曜
社
か
ら

『
新
編
燈
火
節
』
が
新
編
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。
旧
字
、
旧
か
な
を
そ
の
ま
ま
用
い
全
四

十
八
編
を
収
載
す
る
と
と
も
に
、
「燈
火
節

の
周
辺
」
と
題
し
て
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
雑
誌

に
発
表
さ
れ
た
随
筆
八
編
を
新
規
に
加
え
て
い
る
。

燈
火
節
と
は
、
「キ
ャ
ン
ド
ル
マ
ス

$
昌
臼
①日
g。の
」
の
こ
と
で
あ
り
、

毎
年
、
二
月
二
日
に

行
な
わ
れ
る
祝
祭
の
こ
と
で
あ
る
。
聖
燭
祭
と
も
称
さ
れ
、
旧
教
カ
ト
リ

ッ
ク
で
は
、
キ
リ
ス

ト
降
誕
後
四
十
日
目
に
、
聖
母

マ
リ
ア
が
産
後
の
汚
れ
の
清
め
の
式
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
を
神

殿
に
さ
さ
げ
た
日
が
二
月
二
日
で
あ
り
、
ミ
サ
の
前
に
蝋
燭
の
行
列
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
か
ら

こ
の
名
が

つ
け
ら
れ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
古
く
か
ら
の
習
慣
で
、
春
を
迎
え
る
聖
女
ブ
リ

ジ

ッ
ド
の
祝
祭
の
日
と
さ
れ
る
。
ブ
リ
ジ

ッ
ド
は
、
蝋
燭
の
み
な
ら
ず
全
て
の
火
を
守
る
守
護

神
で
も
あ
る
。
こ
の
日
に
ブ
リ
ジ

ッ
ド
が
生
ま
れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は

こ
の
日
か
ら
春
が
始

2

「
大

へ
び

小

へ
び

」

11

教
材

「大
蛇

・
小
蛇
」
は
、
原
典

『
燈
火
節
』
で
は

「大

へ
び
小

へ
び
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
所
収
さ
れ
て
い
る
。
教
材
化
す
る
に
あ
た

っ
て
、
タ
イ
ト
ル
は
原
典
と
比
べ
て
表
記
に
関
し

て
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
教
科
書
に
は
ほ
ぼ
全
文
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

12

ま
た
、
原
典

『
燈
火
節
』
に
は
四
十
七
編

の
随
筆
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
初
出
が
わ
か

っ

13

て
い
る
も
の
は
、
そ
の
う
ち
わ
ず
か
八
編
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
取
り
扱
う

「大

へ
び
小

へ
び
」

の
初
出
に

つ
い
て
も
わ
か

っ
て
い
な
い
。
原
典

『
燈
火
節
』

へ
の
書
き
下
ろ
し
の
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
後
間
も
な

い
こ
ろ
に
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
て
間
違
い
あ
る

ま
い
。

四

原

典
と
教

科
書

の
異

同

本
文
の
原
典
は
、
旧
字
旧
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
、
大
き
な
異
同
は
な
い

が
、
表
記

・
表
現
に
関
し
て
左
記
の
よ
う
な
異
同
表
を
作
成
し
た
。
こ
の
異
同
表
は
、
教
科
書

の
記
述
か
ら
だ
け

で
は
理
解
し
え
な
い
随
筆

「大
蛇

・
小
蛇
」

の
真
意
に
迫
る
基
礎
資
料
と
な

る
も
の
で
あ
る
。

　鰺



己呂比野佐

のく



Dく考ヨ蛇小蛇大F材教

1213

石

巻
の

町

に
は
い
る

鼻
た

も
と

お

た

ち
ま

ち
に

二

本
の

く
ぬ
ぎ

を

生

ひ、

石
の
巻
の
町
に
入
る

ふ
た

も
と

く
ぬ

ぎ

お

忽

に
二

本
の

歴

木

を

生

ひ
、

14

道
を
は
さ
み
て

路
を
は
さ
み
て

14

三

年

め
の
こ

と
で

あ
っ

た
が
、

三

年

目
の

事
で

あ
つ

た
が、

15

娘

を

尋

ね
て
、

娘

を

訪

ね
て、

15

石
巻

石
の
巻

12

2

人
間
が
だ
ん
だ
ん
ふ
え
て

人
間
が
だ
ん
だ
ん
殖
え
て

2

に

ぎ

や
か

に
な
る

と

賑
や
か
に
な
る
と

2

歴
史
の
表
に

歴
史
の
お
も
て
に

2

ふ
じ
わ
ら
の
み
ち
な
が

藤
原
道
長

藤
原
の
道
長

3

ご

き

げ
ん

伺
い
と
し
て

御
機
嫌
伺
ひ
と
し
て

3

う

り
を

さ

さ

げ
て

き
た
。

瓜

を

さ

さ

げ
て

来

た
。

4

夏

の

夕

方

で
、

道

長

は
、

「

ほ

う
、

う

ま

そ

夏

の

ゆ
ふ

方

で
、

道

長

は
「
ほ

う
、

う

ま

さ

う

な

う

り

だ

な
。
」

う

な

瓜

だ
な

!
」

4

進
物
の
か
ご
を

進
物
の
籠
を

5

そ
の
時
御

前
に

そ
の

と
き

御

前

に

5

ま

ゆ

を

ひ

そ

め

て、

「

殿
、

眉

を
ひ

そ

め
て
「

殿
、

6

こ
の
か

ご
の

う

り
が

こ
の

籠
の

瓜

が

7

目

に

見
る
よ

う
に

眼

に

見

る

や

う
に

7

う
り
を

ま
っ
二
つ

に

切
っ
た
。

瓜

を

真

二
つ
に

切
つ
た
。

7

う
り
の

瓜
の

8

隠

れ
て
い

た。

か

く

れ
て
ゐ

た。

8

う
り
に

瓜
に

9

う

り
の

中

に

は
じ

め

か

ら

蛇
の

卵

が

潜

ん

瓜
の
中
に
初
め
か
ら
蛇
の
卵
が
ひ
そ
ん
で

で
い
て

う
り

と
い
っ
し
ょ
に

育
っ

た
と

ゐ
て

瓜

と
一

し
よ
に

育
つ
た
と

11

怪
し
い

う

り

妖
し
い
瓜

12

ほ
う
じ
ょ
う
と
き
ま
さ

ま
だ
若
い
北

条
時
政
が

ま
だ
わ
か
い
北
条
時
政
が

　侮
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13

そ
ん

な
こ

と
は

そ
ん
な
事
は

15

一

匹
の
蛇

が

だ

ら
ん
と

伸
び
て

一

ぴ

き
の

蛇

が
だ

ら
ん

と
の
び
て

15

中
蛇

中
へ
び

16

農
村
育
ち

農
村
そ
だ
ち

16

持
っ
て

き
て

も
つ
て

来
て

15

2

私

た

ち
の

目
の

前

を

す
べ

り
、

た

ち
ま

ち
の

私

た

ち
の

眼
の

前

を

滑

り

忽

ち
の

う

ち
に

う
ち

に

陰
の

方

に

隠

れ
て
い
っ
た
。

陰
の

方

に

か
く

れ
て

行
つ

た。

3

生

き
て
い

た
の

ね
、

ど

う

し
て
こ

ん

な

明

か

生

き
て
い

た
の
ね

!

ど

う

し
て
こ

ん

な

明

る
い

芝
の

上

に

寝
て
い
た
の
か
と
、

る
い

芝
の
上

に

寝
て
い
た
の
か
と
、

4

あ

れ
は

う

ち
の

主

な
の

ね
と
、

う
ち

あ

れ
は

家
の
ヌ
シ

な
の

ね
と
、

5

奇

妙

な

気

持
に

な
っ

た。

奇

妙

な

気

も
ち

に
な
つ

た。

5

変

わ
っ

た
こ

と

が

起

る

時

主

が

現

わ

れ

る

変
つ
た
事
が

起
る
時
ヌ
シ
が
現
は
れ
る
と

と
い

う

言
い

伝

え

を

信

じ
る

い
ふ

言
ひ
つ
た

え

を

信

じ
る

6

電

話
で
む

す
こ
の

家
に

話
し

た。

電

話
で

息

子
の

家
に

話

し
た
。

7

そ

ん

な
こ
と

な
い
で

し
よ

う

そ
ん
な
事
な
い
で
せ
う

9

蛇
の
こ
と

な
ん

ぞ

蛇
の
事
な
ん
ぞ

10

疎

開

し
て

き
た
が
、

疎

開

し
て

来

た
が
、

11

今

に

な
っ
て

考

え
る
と

い

ま
に

な
つ
て

考
へ

る
と

11

ま

さ
し

く
あ
の
主

が

正

し

く
あ
の
ヌ
シ

が

12

強
い

長
い

姿
が

す

う
っ

と

庭

を

走
っ
た

勤
い
な
が
い

姿
が

す

う
つ

と

庭

を
は
し
つ
た

13

主

は
、

ヌ
シ

は
、

13

広
い
あ
き
地
の

広
い
空
地
の

13

今

も
い
る
の

だ
ろ

う
か
。

今

も
ゐ
る
の
だ

ら

う
か

?

13

不
思
議
に

ふ
し

ぎ
に

14

気
味
悪
さ
も

気
味
わ
る
さ
も

14

思
い

う
か
べ
る
。

お
も
い
浮

か
べ
る
。

五

大
意

・
文

章
構
成

1

大

意

日
本
で
は
蛇

の
昔
話
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
伝
説
に
も
蛇
が
多
く
登
場
す

る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
日
本
に
お
け
る
蛇
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
土
ハ通
点
を
指
摘
す
る
。

一
般
的

に
は
人
間
に
と

っ
て
蛇
は
邪
悪
な
存
在
で
あ
り
、
に
ょ
ろ
に
ょ
ろ
と
し
て
い
て
気
持
ち
の
い
い

も
の
で
は
な
い
。

筆
者
の
家
に
主
と
思
わ
れ
る
大
蛇
、
そ
し
て
そ
の
子
と
も
思
わ
れ
る
小
蛇

・
中
蛇
が
現
わ
れ

た
話
題

へ
と
移

っ
て
い
く
。
そ
の
主
の
蛇
は
わ
が
家
の
消
長
の
姿
を
教
え
に
来
る
存
在

で
あ
り
、

広
子
に
気
味
悪
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
恋
し
く
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

2

文
章
構
成

前

段

遠
い
国
の
蛇
や
古
い
蛇
の
話

第

一
段
落

歴
史
の
表
舞
台
に
立

っ
た
蛇

A

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
蛇
の
伝
説

ω

セ

ン
ト
パ
ト
リ
ッ
ク
と
蛇
に
関
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
伝
説

れ

【九
①
1

一
〇
⑭
】

B

日
本

の
蛇
の
昔
話

②

素
蓋
鳴
尊

の
八
岐

の
お
ろ
ち
退
治

=

○
⑮
1

=

③
】

③

倭
　
　
姫
と
大
物
主
神
と
の
伝
説

=

一
④
1

一
一
⑥
】

ω

上

野
の
勇
将
田
道
が
大
蛇
に
な

っ
て
蝦
夷
を
悩
ま
し
た
伝
説

【
一
一
⑦
ー

一
二
①
】

⑤

藤

原
道
長
と
う
り
の
中
の
蛇
の
話

=

二
②
1

一
二
⑪
】

⑥

北
条
時
政
と
女
性
姿
の
蛇

【
一
二
⑫
ー

一
二
⑮
】

第

二
段
落

気
味

の
悪
い
存
在
で
あ
る
蛇

15

C

人
間

に
と

っ
て
の
蛇

　

ヘ

ラ

σ

し
な
カ
に
伝
わ
る
話
の
蛇
と
昔
の
蛇

=

二
⑯
ー

=
二
②
】

⑧

エ
デ
ン
の
園
の
蛇

【
=
二
③
r

=
二
⑭
】

後
段

身
近
な
蛇
の
話

　σ
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第
三
段
落

広
子
の
家
に
住
む
蛇
の
話

D

広
子
の
家
の
蛇

⑨

広
子
の
住
ん
だ
大
森
の
家
に
い
た
大
蛇
の
話

【
=
二
⑮
-

一
四
③
】

⑩

大
森
の
家
の
芝
生
に
現
わ
れ
た
中
蛇
の
話

=

四
④
ー

一
五
⑧
】

ω

大
森
の
家

の
蛇
に

つ
い
て
の
回
想
と
感
想

【
「
五
⑨
1

一
五
⑭
】

文
章

の
構
成
に
つ
い
て
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
と
ら
え
さ
せ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「遠

い
国
の

蛇
や
、
古
い
古
い
蛇
は
さ
て
お
き
、
私
の
家
の
蛇
を
思
い
出
す
と
」
と
前
段
を
受
け
る
箇
所
さ

え
確
認
で
き
れ
ば
、大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
に
学
習
者
は
容
易
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。

東
西
の
蛇
の
伝
説

・
説
話
と
筆
者
の
家
に
い
た
蛇
の
話
の
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
あ
る
。

加
え
て
、
筆
者
は
、
前
段
、
後
段
ど
ち
ら
の
蛇
の
話
を
中
心
に
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

を
学
習
者
に
考
え
さ
せ
た
い
。

こ
の
文
章
は
、
後
段
の
広
子
の
家
の
蛇
に

つ
い
て
の
追
懐
か
ら

始
ま

っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
広
子
の
家

の
蛇
も
我
が
家

の
消

長
を
知
ら
せ
る
主
で
あ
る
と
考
え
る
点
で
、
前
段
と
同
様
に
霊
力
あ
る
蛇
と
し
て
と
ら
え
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
、
遠
い
国
の
話
か
ら
身
近
な
話

へ
、
昔
の
話
か
ら
最
近
の
話

へ
、
文
献
等
か
ら
の
伝

聞
か
ら
実
体
験

へ
と
、
文
章
が
流
れ
て
い
る
こ
と
も
理
解

で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
前
段
に
お
い
て
、
蛇
は

一
般
的
に
人
間
に
と

っ
て
邪
悪
で
気
味

が
悪
く
気
持
ち
の
い

い
存
在
で
は
な
い
と
す
る
の
に
対
し
、
後
段
に
お
い
て
は
、
広
子
が

「
不
思
議
に
私
は
そ
の
蛇

に
少
し
も
気
味
悪
さ
も
感
じ
な
い
。
む
し
ろ
恋
し
い
く
ら
い
」
に
感
じ
る
と
い
う
よ
う
に
蛇
に

対
す
る
印
象
が
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
点
も
効
果
的
で
あ
る
。

前
段
の
み
に
注
目
す
れ
ば
、
A
と
B
に
お
い
て
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
日
本
の
話
題
に

つ
い
て

の
対
比
が
う
か
が
え
る
部
分
で
あ
る
し
、
第

一
段
落
と
第
二
段
落
に
お

い
て
は
、
蛇
は
そ
れ
に

と

っ
て
の

「蛇
族
の
英
雄
」
と
、
人
間
に
と

っ
て
の

「邪
悪
で
気
味

の
悪
い
」
存
在
と
い
う
対

比
も
確
認
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
を
整
理
し
、
A
、
B
、
C
、
D
の
各
節

の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
、
左
記
の
通
り

と
な
る
。

学
習
者
は
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
実
際
に
文
章
を
執
筆
す
る
際
の

文
章
構
成

の

一
つ
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
文
章
を
学
習
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
学
習
者
自
身
も
日
常
生
活
の
中
に
生
起
す
る
身
辺
的
な
も
の
を
自
ら
の
手
で
書
き

表
す
際

の

一
つ
の
型
を
習
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

※

本

稿

は
、

引

用

に
際

し
、

し

た
部

分

が

あ

る
。

適
宜
旧
字
を
新
字
に
改
め
た
。
ま
た
、
ル
ビ
に

つ
い
て
も
省
略

-
大
藤
時
彦

「柳

田
先
生
と
国
語
教
育
」

(『教
室
の
窓
』
第
十

}
巻
第
十
号

東
京
教
育
研
究

所

昭
和
三
十
七
年

(
一
九
六
二
)
十
月

七
頁
)

2
教
材
と
し
て
の

「浅
春
随
筆
」
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
と
合
わ
せ
て

ご
参
照

い
た
だ

け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
「教
材

「浅
春
随
筆
」
考
」
(『
釧
路
論
集
』
第
三
十
九

号

北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校

平
成
十
九
年

(二
〇
〇
七
)
十

一
月

一
ー

=
二
頁
)

3
柳
田
国
男
編

『
新
編
国
語

総
合
編

一
』
(東
京
書
籍

昭
和
三
十
三
年

(
一
九
五
八
)
四
月

三
十
日
文
部
省
検
定
済

A
㎜
)。
尚
、
こ
の
改
訂
に
よ
り
、
柳
田
は
国
語
科
教
科
書
づ
く

り
か
ら
手
を
引
く
こ
と
と
な
る
。
「大
蛇

・
小
蛇
」
は
単
元

二

随
筆
」
に
所
収
さ
れ
て
い

る
。
配
列
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

随一二三四

筆

浅
春
随
筆

(栃
内
吉
彦
)

大
蛇

・
小
蛇

(片
山
広
子
)

紙

(幸
田
文
)

ろ
く
を
さ
ば
く

(三
淵
忠
彦
)

　6
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「解
題
」
(片
山
廣
子
/
松
村
み
ね
子

『燈
火
節
』
月
曜
社

平
成

十
六
年

(
二
〇
〇
四
)

七

一
八
頁
)
に
よ
れ
ば
、
「大
蛇

・
小
蛇
」
は
改
訂
教
科
書
に
所
収
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
触
れ

て
い
る
が
、
柳
田
監
修
国
語
科
教
科
書
に
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
触
れ
て
い
な

い
。

4
九
頁
頭
注

5

「国
語
」
研
究
会

『
「国
語
」
指
導

の
研
究

高
等
学
校

一
年

全
』

(東
京
書
籍

昭
和
三

十
二
年

(
一
九
五
七
)

九
頁
)

6
筆
者

・
片
山
広
子
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「片
山
廣
子

『燈
火
節
』
を

め
ぐ
っ
て
」

(『北
海
道

教
育
大
学
紀
要

(教
育
科
学
編
)』
第
五
十
八
巻
第
二
号

平
成
二
十
年

(二
〇
〇
八
)
二
月

一
ー

一
六
頁
)
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
ご
参
照
い
た
だ
け

れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

7

一
五
頁
頭
注

8
九
頁

9
片
山
廣
子
/
松
村
み
ね
子
『
燈
火
節
』
月
曜
社

平
成
十
六
年
(二
〇
〇
四
)十

一
月

-o

注
6

九
-

一
〇
頁

n
七
三
-
八

一
頁

12

『
燈
火
節
』
に
は
、
四
十
七
編
の
随
筆
と
短
歌

「林
檎
の
う
た
」
十
首

の
全
四
十
八
編
が
収

載
さ
れ
て
い
る
。

13

「解
題
」
(注
9

七

一
八
頁
)

-4

【

】
内
の
漢
数
字
は
教
科
書
本
文
の
頁
、
丸
数
字
は
行
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
様
。

15

注
5
に
よ
れ
ば
、

「節
意
」
の
項
に
お
い
て
、
⑦

は

「昔

の
蛇
は
蛇
族

の
中

の
英
雄
で
あ

つ

た
こ
と
」
(九
頁
)
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
蛇
が

「英
雄

で
あ

っ
た
こ
と
」
=

三
②
】
よ
り
も

「邪
悪
な
気
味

の
悪

い
」
=

二
⑯
】
存
在
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
考

え
る
。
続
く
⑧

に
、
聖
書
を
引
用
し
、
イ
ヴ
と
蛇
と
の
対
話
に

つ
い
て
広
子
は

「気
持
ち
よ

く
そ
ん
な
も
の
と
話
し
た
と
い
う
の
が
不
思
議
で
あ
る
」
【
=
二
⑩
】
と
し
て
い
る
。
一
般
的

に
、
蛇
は
人
間
に
と

っ
て
気
持
ち
の
い
い
存
在

で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
稿
者
は
こ
の

⑦
と
⑧
が
前
段
の
ま
と
め
に
あ
た
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
前
段
を
受
け
て
、
広
子
の
家
に

現
れ
た
蛇
に
つ
い
て
は

「不
思
議
に
少
し
の
気
味
悪
さ
も
感
じ
な
い
。
む
し
ろ
恋
し
い
」
=

五
⑬
】と
す
る
広
子
の
思
い
が
前
段
の
蛇
と
は
対
照
的
に
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

【資
料
】

二

大

蛇

・
小

蛇

片

山

広

子

へ
び

ホ

ぴ
に
リ
セ
ロ
ハ
ニ

◇
片
山
広
子
ー
笹
名

日
本

で
は
蛇

の
昔
話

が
た
く
さ
ん
あ

る
が
、

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

の
伝

説
に
も
蛇
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。
同
じ

よ

松
村
み
ね
子

〔
ズ
夫

璽号

1
〕
東
京
都
の
生
ま

う
に
島

国
の
せ

い
か

も
し
れ
な

い
。

は
じ

め
に
私

が
読
ん
だ

の
は
ご
く
太
古

の
こ
と
、
北
方

の
山
の
湖
水

に
劫

れ
。
翻
諏
家

歌
人
。

東
詳
英
和
女
学
校
卒

を
経
た
大
蛇
が
、
将
来
偉

い
人
が

こ
の
国

に
米

て
蛇

族
全
部
を
退
治

し
て
し
ま
う
と

い
う
予
言

を
聞

い
た

の
で
、

業
,
著
醤
に
歌
集

「
岬
慰
」・
翻
訳
「
シ

そ
う

い
う
災
禍

の
来

な

い
前
に
海

に
逃
げ

て
し
ま
お
う
と
思

っ
て
、

一
生
懸
命

に
湖
水

か
ら
逃
げ
道
を
作
り

は

膨

雑

途

、
な

じ
め
る
・
行
-
道
・
で
沿
岸
の
家
畜
ど
も
を
食
い
荒
し
・
時
森

息
し
・
そ
う
し
て
ま
た
水
鷺

掘
る
・
勇
秀

"
菟

暴

酬
麟

し
い
人
間
ど
も
が
大
蛇
叢

撃
し
て
急

が
、
い
つ
も
人
間
の
方
が
負
け
て
し
ま
先

し
か
し
大
蛇
も
負
傷
し

一る
大
西
洋
上
の
島
。

た
り
殺
さ
れ

か
か

っ
た
り
し
て
、
長

い
月
日
を
経
て
よ
う

や
く
海

ま
で
水
路
を
通
す
。

大
蛇

の
作

っ
た
道

が
ゾ

*
ω
7"
コ
ロ
O
コ川
開
・ア

イ
ル
ラ
ン
ド
第
一
の

ヤ
ソ

ン
川

に
な

っ
た
と

い
う
話

で
あ

る
。

河
川
、

曇

そ
の
偉

い
人

と
い
う
の

は
セ
ン
ト

・
バ
ト
リ

ッ
ク
の

こ
と
だ

そ
う
で
、
さ
て

セ
ン
ト

・
バ
ト
リ

ッ
ク

の
伝

に

*
ω
r
℃
簿
二
〇匠
ー

イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の

は
、

こ
の
聖
者

は

ロ
ー

マ
の
奴
隷

と
し
て
少

年
の
日
を
過

し
た
ア
イ

ル
ラ

ン
ド
を
愛

す
る
心
深

く
、
自
由

の
身

-o

伝
道
者
,
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
守
護
者
と
し

と
な

っ
て
後
、
再

び
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に
渡

っ
て
キ
リ

ス
ト

の
道

を
伝
え
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ

ス
ト
紀

て
尊
敬
さ
れ
て
い
を
。
元

五
世
紀
ご
ろ

の
こ
と
、
波
に
囲
ま

れ
た
島

国
は
森
と
山
と
野
原

と
沼

ば
か
り

で
住
む
人

は
少

な
く
、

い
た

る

二

六

蛇

・
小

蛇

九

　⑲



己呂比野佐

層

喉

ユ
ヨ
αQ
o
=
H
龍
。

悪
魔

の
化
身
。

唯

ω
け層
0
8
お
①
ー

三
世
紀
ご
ろ
の
人
。

イ
ギ

リ
ス
の
守
護
者
。

サん
によ

*

鴎
巴
Q

ー
小
仙
女
。

零
素
霊
唱
尊
匹
↓
口
事

記

・
日
本
宙
紀
な
ど

に
見
え
る
神
代
の
英

雄
。

*
倭
述
遊
姫
ー

孝
盤

天
鼠
の
皇
女
。

串
大
物
主
神
ー

大
己

し
らゆ
かみ
む
おくに
ハし
のか
み

貴
神
。
大
国
主
神
と

も

い
う
。

*
日
本
魯

紀
ー
三
十

巻
。
舗
押
親
王
、.
鵡

サ
ずム
う

安
万
侶
ら
の
編
で
、

七
二
〇
年
に
成

っ
た
。

神
代
か
ら
持
読
天
皇

に
至
る
ま
で
の
編
年

体
の
歴
史
。

*
蝦
夷
---古
く
東
北

地
方

に
住
ん
で

い
た

一
顧
膜
,
み
ウ
の

*
石
巻
ー
宮
城
県
石

巻
市
。

*
蛇

田

・現
在
、

石

巻
市

に
稻
入
。

*
五
十
八
年
1
・仁
徳

天
皇

の
五
十
八
年
。

索
荒
凌
-
・新
典
の

こ

と
か
。

章
太
ー

日
本
書
紀
。

一

随

筆

随

恨

↓
Q

ろ
ゆ
う
へび

と
こ
ろ
に
蛇
か
の
さ
ば

っ
て
、
大
き

い
蛇

・
小
さ

い
蛇

・
中
蛇

・
お
ろ
ち

の
類

ま
で
こ
の
国
を
す

み
か
に
し
て

で

し

い
た
。
聖
者

が
ひ

と
り

の
弟
子

と
と
も
に
、

い
ろ

い
ろ
な
困
難

と
戦

い
な
が
ら
休

む
暇
な
く
西

に
東

に
伝
道

し

て
い
る
時

の
こ
と
、
あ

る
山
陰

の
狭

い
道
を
通
り
か
か

る
と
、
道
に
蛇
が
寝

て
い
た
が
、
珍
し
く
も

な
い
の
で

弟
子

は
ま
た

い
で
通

っ
た
。
蛇

は
た
ち
ま
ち
お
ど
り
あ

が

っ
て
弟

子
を
食

い
殺

し
て
し
ま

っ
た
。
聖
者

は
、
聖

者

と
い
え
ど
も
人
間
だ

か
ら
、

こ
の
時

ま
で
う

っ
か
り
歩

い
て

い
た

の
だ

っ
た
が
、
だ

い
じ

な
弟
子

を
眼
前
に

5

食

わ
れ
て
、
大

い
に
怒

っ
て
、

「
け
し
か
ら
ん
蛇

の
や
つ
。

下
が
れ
、
下

が
れ
。

な
ん
じ

の
と

も
が
ら
、
永

久

に
消
滅

せ
よ
。
」
と

し
か
り

つ
け
た
。

そ
の
殺

人
蛇
は
そ

の
時
急

い
で
す
る
す

る
と
消

え
て
し
ま

っ
た
が
、

あ

ら

ゆ
る
蛇

ど
も
が

こ
の
時

を
き

っ
か
け
に
だ
ん
だ
ん

ど
こ
か
に
移
転
し

て
い

っ
た
ら
し
く
、

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

は

い
つ
の
ま
に
か
蛇

の
酷

で
は
な
く
な

っ
た
。

む
ろ
ん
聖
者

の
伝

道
の
お
か
げ

で
も
あ

っ
た
ろ
う
。

(
キ
リ

ス
ト

ネ

ネ

教

と
蛇

と
は
仲
か
よ
く

な
い
。)

ド

ラ
ゴ

ン
を
踏

ま
え

て
い
る
の
は
イ
ギ
リ

ス
の
セ

ン
ト

・
ジ

ョ
ー
ジ

で
、

ア

㈹

イ
ル
ラ

ン
ド
の

セ
ン
ト

・
バ
ト
リ

ッ
ク
で
な

い
こ
と
は
門
違

い
み
た

い
だ
け
れ
ど
、
大
昔

は
ど
こ
の
国

で
も
蛇

が
人
闘
の
大
敵

で
あ

っ
た
と
み
え
る
。

ホ

後

世
に
な

っ
て
ア
イ

ル
ラ

ン
ド

の
伝
説

に
は
蛇

で
な
く

フ

ェ
ア
リ
ー
が
出

て
く

る
よ
う
に
な
り
、

お
話

は
だ

ん
だ

ん
殺
伐

で
な
く

な

っ
た
。

人
間
も

ふ
え

て
強

く
な

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

ホ
す

さ
の
お
の
み
ニ
と

く
し

い
な

だ

ひ
め

や

よ

た

わ
が
国

の
蛇

の
話

も
、
は
じ
め
の
方

の
は
大
き

い
。
素
蓋

鳴
尊

が
奇
稲

田
姫
を
八
岐

の
お
ろ
ち
か
ら
救

っ
た

15

話

は
℃ど
こ

の
国

に
も
あ
り

そ
う
な
伝
説
で
あ

る
。

そ
・の
お
ろ
ち

は
頭

と
尾

が
各
八

つ
あ
り

、
背
中

に
は
松
や
か

や

お

皐

た
に

.

し
わ
が

は
え
て
、

か
ら
だ
全

体
の
長
さ
か
八

丘
八
谷
に
は

い
わ
た

っ
た
と

い
う
か
ら
、
そ
う
と
う

の
長

さ
で
あ

っ
た

と
思

わ
れ
る
。
ほ

ん
と
う
に
そ
ん
な
大

き

い
も

の
な

ら
ば

、
奇
稲
田
姫

の
お
と
う
さ
ん

の
家

な
ぞ
に
は

い

り

こ
む

こ
と
は

で
き

な
か

っ
た
ろ
う
。

そ
れ
が
伝
説

な
の
で
あ
る
。

蜘
徽
蚕

の
鶴
衡

儘
毒
遊
姫
の
夫
と
な
・
知

伽
葺
解

あ
る
時
姫
?

し
箱
の
中
に
隠
れ
κ
。
明
け
方

に
姫
が
く
し
箱
を
あ
け
て
み
る
と
、
に
し
き
色
に
光
る
小
さ
い
小
さ
い
蛇
が
い
た
と
い
う
。
こ
わ
は
す
ぐ
れ
て
5

麟
隙
な
人
間
の
娘
と
神
と
の
間
の
悲
劇
で
、
臣
本
禽
紀
も
姫
に
同
情
し
て
い
る
よ
う
に
読
ま
れ
る
。

域
懲
天
皇
の
御
代
、
北
方
黙
璽
戴
ら
が
そ
む
い
た
時
、
廊
堺

の
勇
将
臨
趣
を
大
将
と
し
て
征
伐
さ
せ
た
が
、

*
い
し
の
止
み

た

土
言

そ

の
時

の
蝦
夷

は
ひ
ど
く
強
く
、
田
道

は
石
巻

の
港

で
戦

死
し
て
し

ま

っ
た
。
田
道

の
家

来
が
主
人

の
手
総

を

取

っ
て
田
道

の
要

に
持

っ
て
ゆ
く
と

、
妻

は
そ

の
形
身

を
胸
に
抱

い
τ
自
殺

し
、

こ
の
夫
妻

の
死

は
広

く
世
間

か
ら
惜

し
ま
れ

、
手
厚
く
葬

ら
れ
た
。
そ

の
後

し
ば

ら
く
た

っ
て
よ
た
蝦
夷
が
攻

め
こ
ん
で
き

て
田
道

の
墓
を

田

掘

り
返

し
た
。

す
る
と
墓

か
ら
大
蛇
か
出

て
き

て
大
勢

の
敵

を
食

い
殺

し
た
。

食
わ
れ
な

か

っ
た
や
つ
ら
も
み

な

へ
び

た

ん
な
蛇

の
毒
気

に
あ
た

っ
て
死

ん
だ
。
石
巻

の
町

に

は
い
る
す
ぐ
手
前

の
畑

に
今

で
も

「
蛇

田
」

と

い
う
名
所

が
あ
る
・

・
三
三
鑓
+
八
年
の
夏
融

・*灘

の
議

の
南
の
道
に
あ
た
り
て
・
た
ち
ま
ち
に
耗

の
く
ぬ
ぎ

ら

ヰ

生
ひ
、
道

を
は
さ
み

て
木

合
ひ
た
り
き

。
」と
本

に
肖

い
て
あ
る
。
そ

れ
は
田
道
が
死
ん

で
か
ら
三
年
め

の
こ
と

せ
メ
だ

い

で
あ

っ
た
が

、
昭
和

の
御
代

の
あ
る
年

、
私
は
仙
台

に

い
た
娘
を
尋

ね
て
、
松
島

か
ら
石
巻

に
遊
び
に
行

っ
た

15

時

、
蛇
田

の
中

ほ
ど

に
今

で
も

一
む

ら
の
松
林
が
あ

っ
て
、
田
道

の
慕

が
そ

こ
に
あ

る
の
を
見
た
。
こ
れ
は
大

二

大

蛇

・
小

蛇

＼

一
一

*
藤
.原
道
一長
口

〔九
六

穴
-
一呈
七〕

太
政

大

はつ
　よ
　　

臣
。
世
に
法
成
キ
関

ゐ
どる

白

・
御
堂
悶
白
と
い

、つ
、
*
安
倍
晴
明
ー

〔九
二

一
ご
ろ
ー
ろ
う
凸

平

安
時
代
の
陰

陽
師

、

はか
す

天
文
博
士
。

*
源
頼
光
ー

〔
?
ー

一〇
三
〕
鎮
守

府
将
軍

み
つはか

満

仲
の
子
。

円
融
天

皇
以
後

五
朝

に
仕
え

て
諸
国
の
周

守
に
な

り
、
常

に
繭

原
氏
を

助

け
た
。

*
陰
陽
師
聾
・陰
醐
寮

に
属

し
、
占

い
の
こ

と
な
ど
を
つ
か
さ
ど

っ
た
官

禦
.

*
北
条

時
政
ー

〔
=

司天
1
三
冤
〕
北
条
初

代
の
執
権
。

り
な
か
ロ

傘
江
の
島
ー
神
奈
川

ム
じ
オ
わ

県
藤
沢
市
に
属
す
る

ひ
が

ム

相
横
湾
内
の
小
島
。

*
イ
ヴ
罫

エ
ホ
バ
の

神
の
創
造
し
た
女
。

旧
約
聖
寓
創
世
記
に

見
え
る
。

*
エ
デ
ン
の
園
闘
人

類
の
最
初
に
住
ん
だ

所
。
旧
約
糎
轟
副
世

記
に
見
え
る
。

*
ア
ダ
ム
冒
エ
ホ
バ

の
神
の
創
迫
し
た
男
。

旧
約
塑
省
創
世
記
に

見
え
る
。

*
大
森

の
駁
・
-廻
京

都
大

田
区
瓢
、北
,宿
三

丁
目

(旧
大
森
区
)

に
あ
っ
た
。

麟
=

　Ol　
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巾
は
ん
の
木
ー

カ
バ
ゆ
ニナ
げく

ノ
キ
科
の
落
藁
喬
鵡
。

高
さ
二
〇
メ
ー
ト
ル

に
達
す
る
。
早

審
暗

かつ

紫
襖
色
の
花
を
開

く
。

*
も
ち
の
木
ー
モ
チ

ノ
キ
科
の
常
緑
晴
木
。

夏
の
は
じ
め
白
色
の

花
を
開
く
。
樹
皮
か

ら
烏
も
ち
を
作
る
。

零
新
井
宿

の
家
1
・大

森

の
家
の

こ
と
。

串
井
の
頭
線
ー
東
京

し
おゆ

都
渋
谷
区
渋
谷
駅
か

り
き
しゆ

の
らじ
よッじ

ら
武
蔵
野
市
吉
祥
寺

駅

に
至
る
私
鉄
。

事
浜
田
山
皿
東
京
都

杉
並
区
内
。

◇
燈
火
節
震

一
九
五

て
ら

て
らよ
ら

三
年

暮

し
の
手
帖

社
刊
。

一

随

籠

・
随

相
聯

一
四

ち

の
主
人

が
よ
そ
の
土
地

に
移

っ
た

一
軒

の
家
を
改
築

し
て
私
た
ち

の
家

と
し
た
の
で
あ

る
。

そ
う
と
う
の
広

さ
の
地
所

で
、
道
路

に
沿
う

た
三
方

の
境
に
は
古

い
け

や
き
と
は
ん

の
木
が
農
家

ら
し
く
立

っ
て
い
た
。
十
年

く
ら

い
た

っ
て
主

人
が

な
く

な
り
、
私
と

ふ
た
り

の
子

供
だ
け
住
む

の
に
は
広
す
ぎ
る
家

で
あ

っ
た
が
、
引

っ

越

す
こ
と

の
き

ら
い
な
私

は
い
つ
ま
で
も
そ

こ
に
い
た
。
そ

の
時
分

の
こ
と
、
大
き
な
蛇

が

へ
い
ぎ
わ

の
け

や

き
か
ら
け

や
き
に
伝
わ

っ
て
歩

く
の
を
往
来

の
人

た
ち
が
よ
く
見
る
よ
う

に
な

っ
た
。
あ

れ
は
片

山
さ
ん
と

こ

5

の
主
ら

し
い
、
そ

っ
と

し
て
お
け
と
近
所

の
人
た

ち
は
子
供
が
石
を
投
げ

る
の
を
し
か

っ
て
止

め
た
。
門
側

の

か
き
ね

で
、
住

ま

い
に

は
う

し
ろ
だ

っ
た
か
ら
私

た
ち
は
そ

の
蛇
を
見

な
か

っ
た
。

し
か
し
あ

る
時
そ
れ
を
見

た
。

一
本

の
木
か
ら
隣

の
木

に
は

い
伝
わ

る
姿

は
ひ
ど
く
長

い
も

の
だ

っ
た
。

い
ち
ば

ん
大
き
な
け

や
き

に
う

ろ
が
あ

っ
て
、
そ

の
中

に
住

ん
で

い
る

の
だ
ろ
う

と

い
う
こ
と

だ

っ
た
が
、
植
木
屋

が
刈

り
こ
み

の
時
調

べ
て

み

て
も
何

も

い
な

い
と
言

っ
た
。
あ

の
蛇

は
も
う
死
ん
だ

の
だ

ろ
う

と
私
た
ち
が
思

っ
て

い
る
と
、

そ
の
後

一
m

ホ

ニ
年

し
て
門

の
そ
ば

の
小
さ

い
も

ち
の
木

に

一
匹

の
小
蛇

が
ぶ
ら
さ
が

っ
て
い
た
。

こ
れ
は
多
分
主

の
子
よ
と
、

み

ん
な
で
決

め
て
、

そ
う

っ
と
さ
わ
ら
す

に
お

い
た
。
時

お
り

小
蛇

は
そ

の
辺

に
見

え
て

い
た
ら

し
い
が
、
だ

れ

も
気
に
も
と
め
す

、
そ
ん
な

こ
と

は
す

っ
か
り
忘
れ

て
静

か
な
月
日
が
過
ぎ

た
後
、
戦
争
が
始

ま

っ
た
。

ま
だ
私
は
古

い
家

を
捨
て
て
疎
開

し
よ
う
と
も
考

え
て
い
な
い
時

分
、
暗
れ

た
九
月
の
朝
だ

っ
た
。
茶

の
間

　
ロば

ム

と
居
間
と

の
前

の
芝

生
に

一
匹

の
蛇
が
だ

ら
ん
と
仲
ぴ

て
寝

て

い
た
。
中
蛇

で
あ

っ
た
。
死
ん

で

い
る
ら

し
い

15

と
、
東
北

の
農
村
育

ち
の
女
中

は
捧
を
持

っ
τ
き
て
そ
れ

を
引

っ
か
け
よ
う

と
し
た
時

だ

っ
た
。
蛇

は

い
き
な

り
頭
を
あ

げ
て
六
尺
ば

か
り
と
ぴ
あ
が
り

、
す

っ
と
身
を
う

ね
ら
し
て
き
ら
き

ら
光

っ
て
芝

の
上

を
走

り
は
じ

め
た
。
す

ば
ら
し

い
早

さ
で
私
た
ち

の
目

の
前

を
す
べ
り
、
た

ち
ま
ち
の
う
ち

に
陰

の
方

に
隠
れ

て
い

っ
た
。

生
き

て
い
た
の
ね
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
明

か
る
い
芝

の
上

に
寝

て

い
た
の

か
と
、
私

た
ち
は
話

し
あ

っ
た
。

い

つ
ぞ

や
の
小
蛇
が
育

っ
た
の
で
し

ょ
う

と
女
中

は
言

っ
た
。

そ
う

す
る
と
、
あ
れ

は
う
ち
の
主
な

の
ね
と
、
私

は
奇
妙

な
気
持
に

な

っ
た
。
家

に
何

か
変

わ

っ
た

こ
と
が

起
る
時
主
が
現

わ
れ
る
と

い
う
言

い
伝

え
を
信

じ
る

5

ホ
あ

ら
い
じ
ゆ
く

と
も
な
く
私
は
信

じ
て
い
た
ら

し
く
、

そ
ん
な
話
を
電
話

で
む
す

こ
の
家

に
話

し
た
。
新
井
宿

の
家

に
何
か
変

わ

っ
た
こ
と
が
あ

る
の
か
も

し
れ
な
い
と
私
は
言

っ
た
け

21
ど
、
若

い
人
た

ち
は
、
そ
ん
な

こ
と
な

い
で
し

ょ

う

と
年

寄
り

の
心
を
安
心

さ
せ
よ
う
と
し
た
。

昭
和

十
九
年

の
初

夏
、
蛇

の
こ
と
な
ん
ぞ
も
う
す

っ
か
り
忘
れ

て
し
ま

う
ほ
ど
忙

し
く
、
私

㌫
荊
傷
鍵
線

の

ネ
は
オ
だ

ゆ
ま

浜

田
山
に
疎
開

し
て
き
た
が
、

そ
の
あ
と
私
た
ち
が
長

く
住
み

ふ
る
し
た
家

は
強
制
疎
開

で
こ
わ
さ
れ

て
今

は

ーo

畑

と
な

っ
τ
い
る
。
今

に
な

っ
て
考

え
る
と
、
ま

さ
し
く
あ
の
主
が
私

の
家

の
消
長

の
姿

を
教

え
に
来
た

の
で

あ

っ
た
ろ
う
。
強

い
長

い
姿
が
す

う

っ
と
庭
を
走

っ
た
そ
の
朝

の
こ
と
が

、
め
ざ
ま

し
く

は

っ
き
り
思

い
出

さ

れ
る
。
主

は
、
畑

と
な

っ
た
あ

の
広

い
あ
き
地

の
ど
こ
か
に
今

も
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
不

思
議
に
私

は
そ
の
蛇

に
少

し

の
気
味
悪

さ
も
感
じ
な

い
。

む
し
ろ
恋
し

い
く
ら

い
に
そ

の
細

い
銀

の
形
を
思

い
う
か
べ
る
。

ー

「
燈
火
節
」
に
よ
る
ー

二

大

蛇

・
小

蛇

一
五

一

随

筆

・随

想

問

題一

す
ぐ
れ
た
表
現
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
ど

こ
か
。

二

こ
の
文
章

の
組
立
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

ヨ

各
自

の
知
っ
て
い
る
動
物
説
括
を
あ
げ
て
み
よ
。

一
六

　11く


